奈良県の保健休養林　-人と自然との共生に向けて- by 北畠 潤一




Health and Recuperation Forests in Nara Prefecture : 












研究目的は、 (1) 都市近郊の丘陵地にある保健休養林のツリーウォッチングを試みて、 2002











徴にも大差はない。即ち、年平均気温15.30C、夏季平均気温27~280C (年最高気温32.1 0C) 、冬
季平均気温 3~40C (年最低気温1. OOC) 、気温年較差240C、年降水量1 ， 390.5皿、年日照時間
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1 ， 843.8時間、年快晴日数19 日、年降雪日数は年17 日である(奈良県総務部ほか、 2001) 。
E 保健休養林
1 .矢回自然公園
矢田自然公園は、 1967年 3 月 7 日、奈良県により県立公園に指定された、典型的な森林公
園である。面積524ha (固有地なし・公有地303ha ・民有地221ha) である。ただし、公有林は
公有地の中の282haである。位置は生駒山地の東側に、南北に長く並存する矢田丘陵(標高316
いかるがちょフ





































































Quercus serrata Thunb. 
Castanopsis cuspidata (Thunb.) Schottky. 
Prunus jamasakura Sieb. 
Pinus densiflora. 
Quercus glauca Thunb. 
Chamaecyparis obtusa Endl. 
Cryptomeria japonica D.Don. 
Quercus mirsinaefolia Blume. 
Clethra barbinervis Seib. et Zucc. 
Eurya japonica Thunb. 
Mallotus japonicus (Thunb.) Muell. "Arg. 
Ilex pedunculosa ~位q.
Diospyros kaki Thunb. 
Juniperus rigida Sieb. et Zucc. 
Rhus javanica L. 
Rhus trichocarpa Miq. 
Acer palmatum Thunb. 
Fraxinus lanuginosa Koidz. 
Ilex macropoda Miq. 
Castanea crenata Sieb. et Zucc. 
Pourthiaea 百llosa (Thunb.) Decne. 
Ca叩inustschonosikii Ma泊m.
Rhus succedanea L. 
Lyonia ovalifolia (Wall.) Drude var. elliptica 














Brossonetia kazinoki Sieb. 
Rhododendron macrosepalum. 
Euonymus alatus (Thunb.) Sieb. 
Euonymus alatus. 
Miscanthus sinensis Anders. 
Pueraria lobata (Willd.) Ohwi. 
Trapa japonica FLEROV. 
Nymphaea tetragona GEORGI. 
以上のように、矢田自然公園のフィールドにおける林相の階層構成は、木本類29種のうち、
中木層が約半分を占め、残りを高木層と低木層樹が、ほぽ 3 対 2 の割合で構成している。そ
して、落葉樹と常緑樹は 6 対 4 程の割合である。ただし、半落葉樹のモチツツジがある。ま





































で、根が太く、澱粉を貯える。葉は 3枚の小さい葉がー組になり、中には 3 枚を合わすと、
団扇の大きさ程になるものもある。晩夏から秋にかけて、紅紫色の蝶形花が房になって咲く。
以上、矢田自然公園の森林の現存植生は、近畿地方中部の丘陵地で、日常的に身近に見て











の急傾斜地形もある。そして、谷底部には 3mX8m程の沼沢地 swamp と、いくつかの凹



























コナラ Quercus serrata 古田b.
アラカシ Quercus glauca Thunb. 
シラカシ Quercus mirsinaefolia Blume. 
プナ Fagus crenata Bl. 
エノキ Celtis sinensis Pers. 
イヌガシ Neolitsea aciculata Bl. 
ムクロジ Sapindus mukurossi Gaertn. 
ハンノキ Alnus japonica Steud. 
ホオノキ Magnolia obovata Thunb. 
クロマツ Pinus thunbergii Parl. 
ヤマハゼ Rhus sylvestris Sieb. et Zucc. 
ニセアカシア Robinia pseudoacacia. 
(2) 中木層樹種(樹高19~6 m) 




ヒサカキ Eurya japonica Thunb. 
イロハモミジ(タカオカエデ) Acer palmatum Thunb. 
クリ Castanea crenata Si鐫. 
ミズナラ Quercus mongolica Fischer var. grosseserrata Rehd. 
et Wils. 
マテパシイ Lithocarpus edulis (Makino) Nakai. 
ナラガシワ Quercus aliena Bl. 
ツクパネガシ Quercus sessilifolia Bl. 
オオパヤシャブシ Alnus sieboldiana Matsum. 
タムシパ Magnolia salicifolia Ma氾m.
クヌギ Quercus acutissima Carruth. 









Lespedeza bicolor Turcz. forma acutifolia Matsum. 










Buxus microphylla Sieb. et Zucc. var. japonica 
ωd:uell. -Arg.)Rehd. et Wilson. 
Pieris japonica (Thunb.) D. Don. 
Rhapniolepis umbellata. 
Sasa nipponica (Makino). 
Smilax china L. 
Amaranthus lividus L. 
Rudbeckia triloba L. 
Cayratia japonica (Thunb.) Gagn. 
Setaria viridis (L.) P. Beauv. var. minor. 
以上のように、奈良E陵のフィールドにおける林相の階層構成は、木本類32種のうち、高・















本多(1912) は、日本のブナ科ブナ属を 2種類に分け、ブナ Fagus crenata と、イヌブ
















特に西日本のブナは、通常、標高 1 ， OOOm以上の山地に見られる。奈良県では台高山脈の北
たかみやま あざみだけ
側の高見山(標高1 ， 248m) の山頂近く、および、岡山脈の繭岳(標高1 ， 406m) の二重山稜
わさまたやま
付近、大峰山脈の観音平と観音峰(標高 1 ， 347m) を結ぶ尾根、同山脈の和佐又山(標高1 ， 344 










であるコナラ・ミズナラ Quercus crispula Blume. から区別できる。葉肢からは1. 5cm程の






















































序を出し、雄花は黄緑色、皿形で 6 裂する花被に固まれ、 12本の雄しべと中心部に毛の密生
した蜜腺があり、強い匂いを放つ。雌花は直の肢に 1~3 個の花がつき、子房は下位で 3 室




















広く帰化し、イヌビユ Amaranthuslividus L. よりも多く繁茂している。茎は立ち、高さ 50
~90cmになる。葉の長さは 4~ 9cm、幅は 3~7 cmで、葉の先端は窪まないか、極めて小さ
く窪む。花は縁色で、茎や枝の先では長い穂、となり、茎頂のものは多くの横枝を出す。また、
ミツバオオハンゴンソウも、北アメリカ原産の多年草で、高さ o. 5~ 1. 5mで、あり、茎や葉に
は短い毛がまばらに生えている。頭花は径2. 5~4. Ocmで、下の方の葉は 3裂する。頭花の中
心部は黒紫色で、筒状花と共に同色の鱗片が生え、鱗片の先端は細く尖っている。秋には黄
色の花をつける。そして、エノコログサ〈ネコジャラシ)は、荒地・道端や耕作放棄された
田畑などに多い 1 年草で、茎は高さ 50~80cm、葉は長さ 10~20cm、幅は 5 ~13皿で無毛で、あ
る。開花は夏、花序は円柱形で、ほとんど直立するが、やや傾き小穂を密集する。小穂は緑









で、花は無柄、淡緑色で長い穂になり、 3 個の刺状の直と 5個のがく片をもち、のちに下を





























a. 養天満神社 b. 五篠山天神社 c. 野々宮天神社















2002年 9 月 8 日(雨のち曇)養天満神社の鎮守の森(図 3) のツリーウォッチングを実施
した。フィールドは近鉄橿原線「西ノ京J 駅より、線路に沿って北へ100m、徒歩10分の場所




コジイ(ツブラジイ) Castanopsis cuspidata (Thunb. ex Murray) 
Schottky. 
ナナミノキ(ナナメノキ) Llex chinensis Sims. 
アラカシ Quercus glauca Thunb. 
サカキ Cleyera japonica Thunb. 
ヤマフジ Wisteria brachybotris Sieb. et Zucc. 
(2) 中木層樹種(樹高19;"'_'6 m) 
ネジキ Lyonia ovalifolia (Wall). Drude Var. elliptica 
(Sieb. et Zucc.) Hand.-Maz. 
カナメモチ Photinia glabra (，τ'hunb.) 
(3) 低木層樹種(樹高 5m以下)
















Ardisia crenata Sims. 
Ardisia japonica (Thtmb.) 
Kadsura japonica. 
Araliaceae Fatsia japonica. 
Ophiopogon japnicus KER-GAWL. 
Davalliaceae Doryopteris erythrosora O. KUNTZE. 
Myrsinaceae Ardisia japonica. 
Cayratia japonica (Thunb.) Gagn. 
Muhlenbergia japonica Steud. 
Lactuca indica L. 
以上のように、養天満神社の鎮守の森のフィールドにおける林相の階層構成は、低・高・
中の各層の樹種が占める比率にして、ほぼ 5 対 4 対 1 である。そして、常緑樹が 6 割、落葉





Quercus acutissima Carruth である。これは樹高20m、雌雄同株の落葉高木で、 4'"'"'5 月
に開花し、果は直径1. 5cm程で、殻斗に長い反り返った鱗片があるドングリが、 2年で成熟す
る。そして、樹液にはカブトムシが集まる。葉は長楕円状披針形で、一見、プナ科のクリ




























り、裏面は側脈が著しく突出していて、粉白色をしている。葉柄は 1 ~ 2 CIDであり、開花期
は4~5 月で、 1 個の雄花に 6 本の雄しべがあり、その三つずつが集まって、紐状の花序に
多数ついて垂れ下がる。雌花は新枝の上部の葉肢の短い花序軸につき、 3 個の雌しべをもっ
ている。 ドングリの殻斗は数段の輪状をなしている。養天満神社の鎮守の森に限らず、近所






















































である。また、矢田自然公園のみにある樹種は、高木層 4 種、中木層10種、低木層 4 種など
の樹種と、草木類の 4 種である。奈良丘陵のみにある樹種は、高木層 9 種、中木層 8 種、低
木層 6 種と、草本類の 5 種である。養天満神社の鎮守の森のみにある樹種は、高木層 3 種、





















北畠潤ー「吉野林業J (奈良産業大学『産業と経済』第20巻第 5 号) 2005年、 57~70ページ。
国士緑化推進機構『国土緑化』第 159号、緑化総合研究所、 1999年、 5~9 ページ。
都市圏活断層図「奈良J 2 万 5 千分の 1 、国土地理院、 1998年。
奈良県「矢田山遊びの森・ハイキングマップ」奈良県森林保全課、 2007年。
奈良県『平成17年度奈良県林業統計』奈良県農林部、 2007年、 168ページ。
奈良県総務部『奈良県勢(平成13年版u 奈良県統計協会、 2001年、 5~7 ページほか。
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奈良県農業試験場「奈良県耕地土壌図J 15万分の 1 、奈良県、 1979年。
八尋洲東編『朝日百科・植物の世界・全15巻』朝日新聞社、 1997年、ほか。
注
(1) フィトン phyton は植物、チット cide は殺菌するの合成語で、植物性殺菌素 phytoncide のことで
ある。
(2) オリバーほかが提唱した森林の発達段階で、一つの森林管理の理論、Oliver， C.D. and B. L紅白on. ，
“Forest Stand Dynamic自，" Mc Graw-Hill, Inc. New York. 1990, p.467. 
(3) conifer forest 小形で、線形の強靭な葉をもち、落葉するカラマツ Larix leptolepis Murray 類を除








- Miller, A.A. は月平均気温が 6 "C以下になる月が、 1~5 か月の地帯とした。ケッペン Köp抑止w.
の区分では、 Cb. Da ・ Db に相当する。
(6) broadleaved forest 広い葉をもっ。常緑広葉樹と落葉広葉樹があり、ほとんどが被子植物で、熱帯で
は常緑樹、温帯では落葉樹が多い。
(7) 都市圏活断層図「奈良J 2 万 5 千分の 1 、国土地理院、 1998年、および、地形図「奈良J 2 万 5 千分
の 1 、国土地理院、 1976年等の読図と現地踏査による。
(8) 本多静六 (1912) r 日本森林横物帯論J (日本地誌研究所編『地理学辞典』二宮書店) 1974年、第 3 刷、
650ページ。
(9) 西口親雄著『ブナの森を楽しむ』岩波書店、 2000年、 27~31ページ。
同 これは自然度の高い森林。即ち、人為的影響が少なく、ある程度に遷移の進んだ森林の意味ではない
台、。
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